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Abstract
This paper is concerned with Existential and Possessive expressions in Japanese and Thai. Existential
and Possessive expressions in Japanese are classified into existence, possession, belonging, special
characteristic, internal existence, external existence, subset(of the entire set), and event.
Although they have the same expressional forms in Japanese, in Thai existence is expressed
“preposition + Y(existence place) + mii( ) + X(existential things) + yuu( )”, and possession, belonging,
special characteristic, internal existence, external existence, subset (of the entire set) are expressed “Y
(possessor) + mii( ) + X(possession) ” .
After having compared these two languages, this paper shows the differences between these two
languages. If the existing place is a living thing, the place is considered as a possessor. On the other hand, if
the existing place is not a living thing, the place is considered as a location.
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1．はじめに
日本語では存在・所有は「がある」構文によって表されるが、新居田（2014a）では、日本語の存
在動詞「ある」に関わるいくつかの立場を紹介し、日本語の「がある」構文を意味的内容から「存在」
「所属」「外在」「部分集合」「所有」「特性」「内在」「デキゴト」の八つに分類した。日本語では『存
在』『所有』は存在動詞「アル（ある／いる）」によって表され、「Yニ／ニハ／ハ Xガアル」とい
う表現形式をとる。（注ⅰ）
以下、日本語における存在・所有の表現形式との対照から、タイ語における存在・所有表現につい
て、現段階までに得られた調査用例（注ⅱ）および、これまでの先行研究をもとに、日本語の八つの
分類に対応するタイ語の存在表現を用例よりさらに詳細に分類し、考察をおこなう。
ただし、本稿で扱う存在・所有表現は肯定文のみを対象としている。
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2．タイ語における存在・所有表現について
タイ語では、『存在』（用例2－1）も『所有』（用例2－2）も動詞 mii を使用し、表現形式は『存
在』の場合は「Y（場所を示す前置詞＋存在場所）＋ mii＋X（存在するモノ）＋ yuu」となり、
『所有』は「Y（所有者）＋ mii＋X（所有するモノ）」となる。 mii はものの存在及びものの所有
を表す動詞である。
（2－1）
thii suansatharana mii shingsha yuu
に 公園 mii ブランコ yuu
公園にブランコがある。
（2－2）
khao mii baan-pak-tak-aa-kat
彼 mii 別荘
彼には別荘がある。
三上（2014：168－169）では、 mii という動詞は「持っている」という所有の意味の他に、「～が
ある／いる」という存在の意味を表すとし、人やものの存在を表す場合は⑴「 mii＋X（人・もの）
＋場所」「～にXがある／いる」で、 yuu を場所の前においた⑵「 mii＋X＋ yuu＋場所」は、
yuu がない場合に比べて存在場所がより強調されるとしている（注ⅲ）。また、場所を主題にして、
そこには何（人やもの）が存在するかを述べる場合は⑶「場所＋ mii＋X（人・もの）」「～にはXが
ある／いる」となるとしている。
⑴ 「 mii＋X（人・もの）＋場所」「～にXがある／いる」
（2－3）
mii 人 中 部屋
部屋の中に人がいる。
⑵ 「 mii＋X＋ yuu＋場所」（場所を強調）
（2－4）
mii nang-sue yuu bon toh lem sam
mii 本 yuu 上 机 冊 三
机の上に本が三冊ある。
⑶ 「場所＋ mii＋X（人・もの）」「～にはXがある／いる」
（2－5）
＾nai h nii mii kâo îi sam tua
中 部屋この ある 椅子 三 脚
この部屋には椅子が三脚ある。
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また、吉田（2008：88－89）では、「 mii＋X」で「Xがいる・ある（存在）」を表すとして、⑷「
mii＋X＋場所」「YにXがある・いる」で『存在』となり、⑸「Y＋ mii＋X」「YにはXがいる（あ
る）／YはXを持っている」で『所有』（注ⅳ）になるとしている。
⑷ 「 mii+X＋場所」「YにはXがある・いる」
（2－6）
mii krapaw yuu bon ti:a
mii かばん yuu 上 ベッド
ベッドの上にかばんがある。
⑸ 「Y＋ mii＋X」「YにはXがいる（ある）／YはXを持っている」
（2－7）
＾khao mii c m ms
＾
ı:a
彼 mii 名声
彼には名声がある。（彼は有名だ。）
宮本・村上（2014：237）では、「 mii＋X」は、英語の「there is」、「there are」にあたる表現で
ある、としている。
また、三上（2014：165，169）では、存在表現について以下の二つの表現形式と用例をあげている。
⑹は yuu を述語動詞とする「X＋ yuu＋Y」で表される「人やものが存在することを前提として、
その所在を述べる」文で、本調査でも存在動詞としての yuu に関しては、（2－8）（2－9）の
ような所在文を得ている。 yuu は人やものの所在を表す動詞である。
⑹ 「X＋ yuu＋Y」
（2－8）
tonnii khun Tanaka yuu thii hongwichai
今 田中さん yuu に 研究室
田中さんは研究室にいる。
（2－9）
nang-sue lem thii sue muea-wan wang yuu bon toh
本 冊 関係詞 買う 昨日 置く yuu 上 机
昨日買った本は机の上にある。
ただし、本稿では所在文は存在文における存在物を主題化したものとして考え、分析の対象とはし
ていない。
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2．1 「存在」
「存在」とは「ある場所に具体物が存在する」ことである。日本語では「Y（存在場所）ニ／ニハ
X（存在するモノ）ガアル」となり、Xが非情物の場合は「ある」が、Xが有情物の場合は「いる」
が使われる。
タイ語では、「存在」は mii を使って表される。日本語の「ある」「いる」のような存在物が有情
物か非情物かによる使い分けはなく、「場所を示す前置詞＋Y（存在場所）＋ mii＋X（存在するモノ）
＋（ yuu）」（用例（2－10）（2－11）（2－12）（2－13））となる。
「存在」：「前置詞＋Y（存在場所）＋ mii+X（存在するモノ）＋（ yuu）」
（用例（2－10）（2－11）（2－12）（2－13））
（2－10）
thii pratuu baan mii rotsamlo khan leklek yuu
に ドア 家 mii 三輪車 類別詞 小さい yuu
玄関の横には小さな三輪車があった。
（2－11）
thii hongchatliang khong rong-raem mii piano tang yuu
に 宴会場 の ホテル mii ピアノ 置く yuu
ホテルの宴会場にピアノがあった。
（2－12）
nai awakart mii dao yuu makmai chon napmaithuan
中 宇宙 mii 星 yuu たくさん まで 無数
宇宙には無数の星がある。
（2－13）
bon sawan mii teppachao yuu
上 天 mii 神 yuu
天には神がいる。
また、存在場所は次の用例のように、主題化されなければ文末や文中に置くこともできる。
（2－14）
samai-kon mii hai pra-lart bainueng yuu nai baan
昔 ある 壺 変った 一つ 存在 中 家
昔、変った壺が家にあった。
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2．2 「所属」
「所属」には「人の所属」すなわち「人やその集合体である一定の範囲やわくぐみに人やその集合
体が所属する」を表す場合と、「物の所属」すなわち「ある物（全体）にその物の部分が所属する」
を表す場合がある。そして、「物の所属」の場合は物（全体）にその構成部分が所属する場合と、人
（全体）にその身体部分が所属する場合がある。日本語では「所属」は「Y（所属場所）ニ／ニハ
X（所属するモノ）ガアル」となる。
タイ語では、所属場所と所属するものが全体と部分の関係であれば「所有」と同じく「Y（所属場
所（全体））＋ mii＋X（所属するモノ（部分））」（用例（2－15）（2－16）（2－17））となるが、
所属場所が人や団体などの枠組みの場合、「Y（所属場所）＋ mii＋X（所属するモノ）＋ yuu」（注
ⅴ）（用例（2－18）（2－19）（2－20））となる。「存在」では存在場所が場所を提示する前置詞が
つくのに対し、「所属」では所属場所に前置詞がつかない。
「所属」（全体と部分）：「Y（全体）＋ mii＋X（部分）」（用例（2－15）（2－16）（2－17））
「所属」（所属場所が人や団体などの枠組みの場合）：
「Y（所属場所）＋ mii＋X（所属するモノ）＋ yuu」
（用例（2－18）（2－19）（2－20））
［全体と部分］
（2－15）
santakros mii krao yao siikhao
サンタクロース mii 髭 長い 白
サンタクロースには白い長い髭がある。
（2－16）
kwang tuaphuu cha mii khao
鹿 雄 推量 mii 角
牡鹿には角がある。
（2－17）
toh tua nii mii linchak yai
机 個 この mii 引き出し 大きい
この机には大きな引出しがある。
［所属場所が人や団体などの枠組み］
（2－18）
khao mii luknong yuu sam khon
彼 mii 部下 yuu 三 人
彼には三人の部下がいる。
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（2－19）
rongrian nan mii kru yuu hok khon
学校 その mii 教師 yuu 六 人
あの学校には6人の教員がいる。
（2－20）
borisat nan mii fai bannathikarn yuu duai
会社 その mii 部 編集 yuu も
その会社には編集部がある。
ただし、次の用例のように所属場所を場所としてとらえれば、場所を提示する前置詞がつくことも
ある。この場合は、「所属」ととらえるというよりも、「寺に僧がいる」という「存在」ととらえてい
るとも解釈が可能であるが、 thii はあってもなくても「寺に僧がいる」ことを表わせる。
（2－21）
thii wat nan mii pra thii miichue-siang yuu
に 寺 あの mii 僧 修飾節マーカー 有名 存在
その寺に有名な僧がいる。
2．3 「外在」
「外在」とは、時・空間・社会的生産物・知的生産物・過去のある時の事象がテンス性を失って存
在する場合などをいう。外在するコトの存在場所は人や社会などの枠組みなどである。日本語では「Y
（外在場所）ニ／ニハ X（外在するコト）ガアル」となる。
タイ語では外在場所が有情物の場合は「Y＋ mii＋X（外在するコト）」（用例（2－22））となり、
外在場所が非情物で場所ととらえる場合は「前置詞＋Y（外在場所）＋ mii＋X（外在するコト）」（用
例（2－23））となる。その他に、外在場所が明示されない場合は「 mii＋X」（用例（2－24））と
なる。
「外在」（外在場所が有情物の場合）：「Y＋ mii＋X（外在するコト）」（用例（2－22））
「外在」（外在場所が場所の場合）：「前＋Y（外在場所）＋ mii＋X（外在するコト）」
（用例（2－23））
（2－22）
khao mii prasopkarn angtang makmai
彼 mii 経験 様々 たくさん
彼には様々な経験がある。
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（2－23）
nai sangkhom mii kotken tangtang
中 社会 mii 規則 いろいろ
社会にはいろいろな規則がある。
（2－24）
yang mii rueanglao klaiklai baepnii iik makmai
まだ mii 話 似る このように もっと たくさん
ほかにも似たような話はたくさんある。
2．4 「部分集合」
「部分集合」とは、ある共通の性質を持った集合体が全体集合の中に部分集合として存在すること
を示す文のことである。日本語では「Y（全体集合）ニ／ニハ X（部分集合）ガアル」となる。
タイ語では、全体集合が明示される場合は「Y＋ mii＋X（部分集合の属性）」（用例（2－25）（2
－26）（2－27））となり、全体集合が明示されない場合は部分集合の属性がXを修飾する形で示さ
れ、「 mii ＋X（部分集合）＋A（修飾節）」（用例（2－28）（2－29）（2－30））となる。
「部分集合」（全体集合が明示される場合）：「Y（全体集合）＋ mii＋X（部分集合の属性）」
（用例（2－25）（2－26）（2－27））
「部分集合」（全体集合が明示されない場合）：「 mii ＋X（部分集合）＋A（修飾節）」
（用例（2－28）（2－29）（2－30））
（2－25）
nangsue mii thang rakha paeng lae thuk
本 mii も 値段 高い と 安い
値段の高い本もあれば、安い本もある。
（2－26）
khonrao mii thang tua sung lae tia
人間は mii も 背 高い と 低い
背の高い人もいれば、低い人もいる。
（2－27）
sinkha chanit nii mii klumlukkha lak khue maeban lae naksuksa
商品 種類 この mii 購買者 主な は 主婦 と 学生
その商品の主な購買者に、主婦、学生がいた。
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（2－28）
mii puean khonnueng thii ha ngan pen kruu rongrian matthayomton
mii 友達 一人 関係詞 探す 仕事 なる 教師 学校 中学
私の友達には卒業しない前から、中学教師の口を探している人がいた。
（2－29）
mii kru bangkhon thii laksana klai kap khao
mii 教師 ある（人） 関係詞 個性 似る と 彼
教師の中には彼のような人もいる。
（2－30）
mii khrueang-computer thii tok koh mai phang
mii コンピューター 関係詞 落ちる ても （否定） 壊れる
落としても絶対壊れないコンピューターもある。
2．5 「所有」
本稿では、「人が人を所有する」「人がものを所有する」というように、具体物を所有することを「所
有」とし、抽象的なモノの所有となる「特性」「内在」とは区別する。日本語では「Y（所有者）ハ
／ニハ X（所有するモノ）ガアル」となる。
タイ語では、Yは有情物であることから、特に場所を示す前置詞等をともなわずに所有者として提
示され、「Y（所有者）＋ mii＋X（所有するモノ）」（用例（2－31）（2－32）（2－33）（2－34））
となる。
「所有」：「Y（所有者）＋ mii＋X（所有するモノ）」
（用例（2－31）（2－32）（2－33）（2－34））
（2－31）
khao mii panraya laeo
彼 mii 妻 もう
彼には妻がある。
（2－32）
chan mii phichai song khon
私 mii 兄 二 人
私は兄が二人いる。
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（2－33）
lung khong chan mii ngoen yoe
叔父 ～の（所有） 私 mii お金 たくさん
叔父にはお金がたくさんある。
（2－34）
phuying khon non mii samii thii ruai maak
女 人 あの mii 夫 関係詞 金持ち とても
あの女性には大金持の夫がいる。
2．6 「特性」
特性を表す文とは、所有者（X）がその所有者固有の性質や能力や属性などを持っている場合の表
現で、恒常的な存在となる。日本語では「Y（特性の持ち主）ハ／ニハ X（特性）ガアル」となる。
タイ語では「所有」と同じ表現形式で「Y（特性の持ち主）＋ mii＋X（特性）」（用例（2－35）（2
－36）（2－37））となる。
「特性」：「Y（特性の持ち主）＋ mii＋X（特性）」（用例（2－35）（2－36）（2－37））
（2－35）
khao mii kwamsamart thangdan-kan-ngoen
彼 mii 能力 利殖
彼には利殖の才（＝お金を増やす才能）があった。
（2－36）
wan mii khunnalaksana khong sat-liangluk-duai-nom
くじら mii 特性 ～の（所有） 哺乳動物
くじらには 哺乳動物の持つ特性がある。
（2－37）
suea thii tat chak phamai cha mii kwam ngao-ngam
ブラウス 関係詞 作る から シルク 推量 mii 光沢
シルクのブラウスは光沢がある。
2．7 「内在」
「内在」とは、外的なこととの関わりで人の内面に生じる感覚や感情や思考、意識などを所有する
ことである。恒常的な存在である「特性」とは異なり、非恒常的な存在となる。日本語では「Y（内
在の持ち主）ハ／ニハ X（内在するモノ）ガアル」となる。
タイ語では内在するモノを所有しているととらえる「Y（内在の持ち主）＋ mii＋X（内在するモ
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ノ）」（用例（2－38）（2－39））と、Yの状態描写ととらえる「Y（内在の持ち主）＋X（その状態
の描写）」（用例（2－40）（2－41））がある。
「内在」：「Y（内在の持ち主）＋ mii＋X（内在するモノ）」（用例（2－38）（2－39））
「内在」：「Y（内在の持ち主）＋X（その状態の描写）」（用例（2－40）（2－41））
（2－38）
khao mii khwammanchai
彼 mii 確信
彼には確信があった。
（2－39）
khao mii khwam-tayoe-tayan
彼 mii 野心
彼には野心がある。
（2－40）
chan rusuk chep lae maisabai nai kho talotwela
私 感じる 痛い と 不快感 中 のど ずっと
ずっとノドに痛みと不快感を感じている。（ずっとノドに痛みや不快感があった。）
（2－41）
rusuk chep plaepplaep thii na-ok
感じる 痛い するどい に 胸
私は胸にするどい痛みを感じる。（胸に鋭い痛みがある。）
2．8 「デキゴト」
「デキゴト」の実現とは、あるデキゴトが特定の時間に実際に起きている、あるいは実際に起きた
という場合で、「時間軸上に局在するできごと」である。日本語では「デキゴト（X）ガアル」とな
る。
タイ語では、「デキゴト」は mii を用いて表すが、そのデキゴトの起こった時や場所が明示される
場合は「（時）＋ mii＋X（デキゴト）＋（（前置詞＋Y（デキゴトの場所））」（用例（2－42）（2－
43）（2－44））となる。
「デキゴト」：「（時）＋ mii＋X（デキゴト）＋（前置詞＋Y（デキゴトの場所））」
（用例（2－42）（2－43）（2－44））
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表1 日本語とタイ語における「存在・所有」の表現形式の対照
意味的内容 日本語 タイ語
「存在」 Yニ／ニハXガアル 前置詞＋Y＋ mii＋X＋ yuu
「所属」 Yニ／ニハXガアル Y＋ mii＋X
Y＋ mii＋X＋ yuu
「外在」 Yニ／ニハXガアル Y＋ mii＋X
前置詞＋Y＋ mii＋X
「部分集合」 Yニ／ニハXガアル Y＋ mii＋X
mii＋X＋A（修飾節）
「所有」 Yハ／ニハXガアル Y＋ mii＋X
「特性」 Yハ／ニハXガアル Y＋ mii＋X
「内在」 Yハ／ニハXガアル Y＋ mii＋X
Y＋X
「デキゴト」 YデXガアル （時）＋ mii＋X＋（前置詞＋Y）
（2－42）
prungnii mii prachum tae chao
あした mii 会議 から 朝
明日は朝から会議がある。
（2－43）
wannii mii sop phasa-angkrit thii rongrian
今日 mii 試験 英語 に 学校
今日は学校で英語のテストがある。
（2－44）
mii khon tok sra-nam thii yuu tai khuean nai
mii 人 落ちる 池 関係詞 yuu 下 ダム 中
ダムの下の池に落ちて死んだ人があった。
2．9 まとめ
2．1から2．8までで考察を進めてきた、日本語の「がある」構文の意味的内容（「存在」「所属」
「外在」「部分集合」「所有」「特性」「内在」「デキゴト」）に対応するタイ語の表現形式をまとめると
表1のようになる。
日本語、タイ語の「存在・所有」表現について、その意味的内容と表現形式との関係をまとめたの
が表2（日本語）、表3（タイ語）である。
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表3 タイ語における「存在・所有」の表現形式
意味的内容
表現形式 存在 所属 外在
部分
集合 所有 特性 内在
デキ
ゴト
Ⅰ 前置詞＋Y＋ mii＋X＋ yuu ○
Ⅱ Y＋ mii＋X ○＊1 ○＊3 ○＊5 ○ ○ ○＊7
Ⅲ Y＋ mii＋X＋ yuu ○＊2
Ⅳ 前置詞＋Y＋ mii＋X ○＊4
Ⅴ mii＋X＋A ○＊6
Ⅵ （時）＋ mii＋X（＋前置詞＋Y） ○
Ⅶ Y＋X（状態描写） ○＊8
＊1 全体と部分の関係
＊2 所属場所が人や団体などの枠組み
＊3 外在場所が有情物の場合
＊4 外在場所が非情物で場所ととらえられる場合
＊5 全体集合が明示される場合
＊6 全体集合が明示されず、部分集合の属性がXを修飾する形で示される場合
＊7 内在場所が有情物の場合
＊8 内在場所が内在の持ち主の部分
日本語では、「がある」構文が『存在』も『所有』もすべてを担うが、この表より、「存在」「所属」
「外在」「部分集合」では存在場所は「Yニ」によって提示されることから『存在』、「所有」「特性」
「内在」は所有者が「Yハ」によって提示されることから『所有』ととらえることができるだろう。
「YニハXガアル」の表現形式で「デキゴト」以外の七つの意味的内容が表わされることから『存
在』と『所有』の連続性がうかがえる。「デキゴト」では、そのデキゴトの起こる場所は存在とは明
らかに違ってデ格によって表わされる。
次の表3は、タイ語における「存在・所有」の表現形式をまとめたものである。
表から、タイ語では、「存在」は存在場所に存在場所を明示する前置詞がつき、また、存在動詞 yuu
も共起する場合が多い（表現形式Ⅰ）。一方、「所属」「外在」「部分集合」「所有」「特性」「内在」が
同じ表現形式Ⅱ「Y＋ mii＋X」によって表わされることがわかる。
3．おわりに
以上、日本語での「がある」構文の八つの分類の意味的内容がタイ語ではどのような表現形式で表
わされるのかについてみてきた。日本語では「存在」「所属」「外在」「部分集合」までは大枠での『存
在』とみなすことができ、「所有」「特性」「内在」は大枠での『所有』とみなすことができる。しか
し、どれも「YニハXガアル」形式で表わすことができ、『存在』することが『所有』することにつ
ながり、『存在』と『所有』は連続していると考えられると筆者は考える。
表2 日本語における「存在・所有」の表現形式
意味的内容
表現形式
存在 所属 外在 部分集合 所有 特性 内在 デキゴト
Ⅰ YニXガアル ○ ○ ○ ○
Ⅱ YニハXガアル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ⅲ YハXガアル ○ ○ ○
Ⅳ YデXガアル ○
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日本語における「がある」構文の意味的内容とその表現形式
意味的内容
表現形式
用例
「存在」：具体物が存在する
存在場所ニ／ニハ 存在するモノガアル
机の上に本がある。
母親の隣に子供がいる。
「所属」：物や人が所属する
所属場所ニ／ニハ 所属するモノガアル
サンタクロースに白い長い髭がある。
その会社には編集部があった。
「外在」：時、空間、社会的生産物などが存在する
人やある枠組みニ／ニハ 外在するコトガアル
学校にいろいろな規則がある。
彼には仕事がある。
「部分集合」：部分集合が存在する
全体集合ニ／ニハ 部分集合ガアル
SNSにフェイスブックというのがある。
鶏肉が嫌いだという人がいる。
「所有」：具体物を所有する
所有者ハ／ニハ 所有するモノガアル
私は家がある。
私には妻子がいる。
「特性」：固有の属性を有する
特性の持ち主ハ／ニハ 特性ガアル
そのブラウスは光沢がある。
彼女には爪を噛む癖がある。
「内在」：非恒常的な存在がある
内在の持ち主ハ／ニハ 内在するモノガアル
彼は背中に痛みがあった。
彼にはそれに対する確信がある。
「デキゴト」：時間軸上に局在してデキゴトがおきる
（場所デ／時）デキゴトガアル
昨日、学校で英語のテストがあった。
明日、港で花火がある。
一方、タイ語では、「存在」ではYは物や人の存在場所と認識され、場所を提示する前置詞が共起
するが、「所属」「外在」「部分集合」「所有」「特性」「内在」では、Yはものや人やコトの所有者と認
識され、場所を提示する前置詞が共起しない。したがって、「所属」「外在」「部分集合」「所有」「特
性」「内在」は大枠での『所有』ととらえることができると筆者は考える。また、「デキゴト」は日本
語と同様デキゴトが存在するととらえ、そのデキゴトの起こる時と場所が状況語として示される（表
現形式Ⅵ）。
このように言語によって何を大枠での『所有』ととらえ、何を大枠での『存在』ととらえるかが同
じではないため、その表現形式の使い分けにも相違がみられるが、このことは『存在』と『所有』に
対する基本的なとらえ方は言語によってそれぞれの特徴があることを示唆していると考えてよいだろ
う。
注
（ⅰ）存在動詞「ある」については、これまでに多くの研究がみられる。それらの研究の流れについて、大塚（2004：112）に
は以下の四つがあげられている。
1．形式動詞「ある」の研究
2．存在動詞「ある」の研究（『いる』との比較）
3．状態動詞「ある」の研究（アスペクト研究）
4．機能動詞「ある」の研究
これらの研究の詳細については、大塚（2004）に詳しく述べられているので参照されたい。新居田（2014a）では、2に
あげられている存在動詞「ある」について「意味・用法の違いから共起する名詞の種類までを記述した研究（金水（2003）、
高橋・屋久（1984）、三上（1970））」および新居田（1999b）をもとに日本語の「がある」構文を「YニXガアル」形式と
して、「XとYの組み合わせ」と「XとYの関係」から「Xがある／いる」の表す意味的内容を「存在」「所有」「所属」「特
性」「内在」「外在」「部分集合」「デキゴト」の八つに分類した。日本語では、この八つの分類のうち「所有」「特性」「内在」
は「Y（所有者）ハ／ニハ」となるので大枠での『所有』、「存在」「所属」「外在」「部分集合」は「Y（存在場所）ニ／ニハ」
となるので『存在』と考える。
（ⅱ）特にことわりのないデータは、タイ、バンコックに在住の30代の男性によるものである。資料収集は、日本語（英語）の
翻訳という形で調査をおこなった。（調査期間：2014年8月～2015年2月）
（ⅲ）本稿の被調査者からは、 yuu に関して「「 mii～」は「～が存在している」という意味だけを表わしていて、「 mii～
yuu」の方は「目的や利益」を含意している「～が存在している」という意味を表わす。そして、「 mii～ yuu」は、
日本語の「～てある」「～ておく」の意味と近いように思う。」という所見をもらっている。
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（ⅳ）ここでの表現形式⑷「 mii＋X＋場所」（「YにXがある・いる」）を『存在』、⑸「Y＋ mii＋X」「YにはXがいる（あ
る）／YはXを持っている」を『所有』と名付けたのは筆者である。
（ⅴ） yuu があることで、その所属という状態に「目的や利益」というニュアンスを添えていると考える。
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